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A はじめに

漢代の建築遺跡を調査・発掘すると、多量の瓦磚が出土する。この瓦磚にきめ細かな考古学的

研究を加えること、つまり製作技法や使用方法を観察し、その発展の過程および形態・文様の変

化を検討することは、漢代の建築遺跡の年代や建築技術、製陶技術の研究にとって重要な意味を

もつ。また、前後の時代の瓦磚の比較研究をつうじて、王朝の交替が物質文化の継承や発展にも

たらした問題を明らかにするうえでも、大いに参考になる。

前漢代の瓦磚の中でも、豊富な種類と精美なデザインをもち、変化に富んだ瓦当は、研究や著

作の刊行が盛んにおこなわれてきた。漢代のとくに軒丸瓦について、日本人の考古学者が専門的
（１）

な研究をおこなった例もある。しかし、一般の磚や平瓦・丸瓦についての製作技法、使用方法、

装飾の手法、スタンプで施された陶文（刻印）、時期ごとの特徴などに関する研究は、遺跡の発掘
（２）

報告や各種の著作に散見される程度にすぎない。発掘で出土した多量の瓦磚を用いて、時期区分

や年代決定を主旨とした総合的な研究はいまだ僅少である。

瓦当以外の
瓦磚を対象

そこで、本稿では、前漢の首都である長安（陝西省西安市）地区で出土した磚・平瓦・丸瓦につ

いて、基礎的な研究をおこなう。対象としたのは、漢長安城の発掘で出土した資料であり、とり

わけ近年発掘された桂宮（Gと略記、以下同様）出土の瓦磚を主体とする。また、北宮南窯跡（Y
（３） （４） （５） （６） （７）

３１～４１）、施家寨小学校窯跡（Y４９・５０）、武庫（W）、未央宮（WY）、西市窯跡（Y１～３０、Y４２～４８）、
（８）

城壁西南角楼（西南角と略記）の発掘で出土した資料で補足する。このほかに、太上皇陵や杜陵陵
（９）

園（D）の発掘で出土した瓦磚も若干引用する。

以下、製陶技術の変遷を手がかりに、形態と文様の基本要素から、磚・平瓦・丸瓦の詳細な型

式分類をおこなう。そして、典型的な遺跡の出土資料を用いて、年代の基本的な枠組みを構築

し、各遺跡の資料を総合して、より客観的で詳細な編年案を作成したい。しかし、筆者の研究水

準には限りがあり、誤りがあればご批判・ご指摘を請う次第である。

B 磚の分類

ⅰ 磚の各部名称と製法・用法

各部名称 磚の各部名称については、記述の便宜上、磚の使用時の状況にもとづき、上向きの

面を上面、下向きの面を下面、その他の４面を側面（長側面および短側面）と呼ぶ。
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製法と用法

磚は型作り

磚はいずれも型作りである。ここでいう型作りとは、よくこねた粘土を型の中に

入れて叩き込み、型を外した後にケズリやナデによる調整を施して完成させる方法である。磚

は、おもに地面に敷設されたが、それ以外に、雨落や廊道の縁に置かれることもあり、排水施設

や井戸・溝の壁材のほか、アーチ型天井や階段などにも用いられた。

ⅱ 磚の種類と型式

磚は、その形態により、方磚、長方磚、扇形磚、�付磚、空心磚、異形磚に分けられる。大多

数の磚の表面は無文であるが、一面あるいは複数面に、印判状の施文具や叩き板によるスタンプ

文や、線刻による文様をもつものもある。形態や文様の異なる磚は、しばしば異なる用途に使用

される。

ａ）方 磚

方磚は上面
が 大 き い

方磚の主要な用途は地面の舗装だが、廊道や雨落の縁に立てならべることもある。また、加工

して各種の磚にし、異なる用途に適応させることもあった。この種の磚は、一つの面がやや大き

く、反対側の面がやや小さい形態に作られることが多い。地面を舗装する際には、やや大きい面

を上に向け、小さい面を下にする。このように置くことで、磚と磚を密着させ、隙間をなくす。

そのため、出土時には、しばしば小さい面に泥状の付着物が認められる。

方磚は、表面の装飾の有無によって、無文方磚と有文方磚に分けられる。有文方磚には、一面

あるいは両面に、印判状の施文具や叩き板によるスタンプ文、あるいは線刻による文様が描かれ

ている。文様には、幾何学文、方格文、縄目文、博局文、菱形文および渦文、組み合わせ格子文

などがある。

無文方磚 上下面と側面ともに文様がない。大小の違いにより、５式に分けられる。

１式は、長さと幅が異なり、厚さ３．５�前後の薄めのもの。資料Y３８：３は、上面の長さ３９．６�、

幅３４．５�。下面の長さ３９．４�、幅３４．３�、厚さ３．４�。

２式は、長さと幅が基本的に同じで、厚さ３．５�前後の薄めのもの。資料WY５：T１�：１３４は、

上下面ともに長さ３５．５�、幅３４．８�、厚さ３．５�。

３式は、長さと幅が基本的に同じで、厚さ４．０�前後の厚めのもの。資料G２南：T８�：４９は、上

面の長さと幅がともに３３．６�、下面の長さ３２．４�、幅３２．８�、厚さ３．９�。

４式は、長さと幅が基本的に同じで、厚さ４．５�前後の厚めのもの。杜陵３号遺跡から出土し

た当該型式の資料に、上面の一辺３４．９�、下面の長さ３４．９�、幅３４�、厚さ４．６�のものがある。

資料G４：T１�：１２２は、上面の長さ３４．５�、幅３４．２～３４．５�、下面の長さ３３．４�、幅３２．３～３３．６

�、厚さ４．５～４．７�。

５式は、長さと幅が基本的に同じで、厚さ５．０�前後の厚いもの。資料G２南T１�：４０は、上面

の一辺３４．１�、下面の一辺３３．５�、厚さ５．０�。

幾何学文方磚

上面は無文

一般的に、下面に文様を飾り、上面は無文である。用法は無文方磚と同じで、

地面を舗装する際には、無文の面を上に向け、有文の面を下に向ける。これによって、磚とその

下にある土が密着する強度を高めている。しかし、斜道に敷設するときは、無文面を下に、有文

面を上に向けて、文様による摩擦を強め、滑り止めとする。また、後者の状況で用いる場合は、

磚にさらに加工を施す必要があり、刃物のような工具で磚の側面を削って、文様のある面を大き
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１：幾何学文方磚Ⅰ型１式 ２：幾何学文方磚Ⅰ型２式 ３：幾何学文方磚Ⅱ型４式
４：小方格文方磚Ⅰ型 ５：小方格文方磚Ⅱ型２式 ６：縄目文方磚 ７：菱形文および渦文方磚

第９図 磚（１） 方 磚

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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めに、無文の面を小さめにしている。

磚の表面にスタンプされた幾何学文様の一般的な配置は、垂直に交わる十字形の二重線で面

を４区画に分けて、各区画内に２種類の文様を飾るものである。一つは曲折文、もう一つは菱形

文と直角文であり、対角に位置する両区画で文様が共通する。磚の規格と表面の文様細部の特徴

によって、Ⅰ～Ⅲの３型に分けられる。

幾 何 学 文
方 磚 Ⅰ 型

Ⅰ型は、薄めで、ほぼ長方形を呈するもの。文様の細部に見られる特徴の違いから、２式に細

分される。

１式は、資料太上皇陵採：５（第９図１）。文様の外縁を囲む方形区画は三重線で描かれている。

菱形文と直角文で構成された長方形の１区画しか残存していない。単線により、文様はさらに四

つの小区画に区分され、各小区画に三重の菱形文が１組と二重の直角文が３組飾られる。外側に

位置する菱形文のうち二辺は区画線を借用し、最も内側には、菱形文と菱形の直角文、方形の乳

釘状の文様がある。残存長１６．６�、残存幅１４．５�、厚さ２．７～３�。

２式は、資料G１：T１０�：２（第９図２）。文様の外縁を囲む方形区画は二重線で描かれている。

菱形文と直角文で構成された１区画だけが、一部欠失するものの残存する。二重線により文様は

さらに四つの小区画に区画され、各小区画に四重の菱形文が１組と三重の直角文が２組飾られ

る。外側に位置する菱形文のうち二辺は区画線を借用している。内側の菱形文はあまり整った形

ではなく、円形に近い。残存長１３．７�、残存幅１１．８�、厚さ２．４�。

幾 何 学 文
方 磚 Ⅱ 型

Ⅱ型は、厚めで、基本的に正方形を呈するもの。文様の外縁を囲む方形区画は二重線で描かれ

ている。二重の区画線で４区画に分けられる。そのうち曲折文のある２区画は、二重線によりさ

らに四つの小区画に分けられる。各小区画には二重線による曲折文（５回折れ曲がるものが一般

的）が１組飾られる。他の２区画には菱形文と直角文が飾られる。文様の細部に見られる特徴の

違いによって、４式に細分される。

１式は、菱形文と直角文の区画が、単線によりさらに四つの小区画に分けられるもの。各小区

画に四重の菱形文が１組と三重の直角文が２組ある。外側に位置する菱形文のうち二辺は区画

線を借用している。資料G２南：T６�：８（長方形に加工してあり、異形磚に属する）は、下面の長さ

３５．０�、幅２８．５�、上面の長さ３５．３�、幅２８．８�、厚さ５．１�。下面に幾何学文を飾る。

２式は、方形の区画線が、曲折文の組ごとにその外側を囲むもの。菱形文と直角文の区画は、

二重線によりさらに四つの小区画に分けられる。各小区画に三重の菱形文が１組と三重の直角

文が２組飾られる。外側に位置する菱形文のうち二辺は区画線を借用している。資料G２南：T１

�：２５がこれにあたる。上面に幾何学文を飾る。長さ３３．０�、残存幅１７．０�、厚さ４．４�。

３式は、菱形文と直角文の区画が、二重線によってさらに四つの小区画に分けられるもの。各

小区画は、三重の菱形文が１組と三重の直角文が２組飾られる。資料G４：T１�：１２３の完形品がこ

れにあたる。上面は文様が施され、長さ３５．０～３５．６�、幅３５．０�である。下面の長さ３４．７～３５．２

�、幅３５．０�、厚さ５．３�。

４式は、曲折文が各組とも二重線で描かれ、６回折れ曲がるもの。菱形文と直角文の区画は、

二重線でさらに四つの小区画に分けられる。各小区画に四重の菱形文が１組と四重の直角文が

２組飾られる。資料G２北：T１�：２１の完形品（第９図３）がこれにあたる。上面は文様が施され、

長さ３３．０�、幅３２．８�である。下面の長さ３２．５～３３．０�、幅３１．７�、厚さ４．０�。
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幾 何 学 文
方 磚 Ⅲ 型

Ⅲ型は、文様の外縁を囲む方形区画が単線で描かれているもの。曲折文の区画は二重線によっ

て、さらに四つの小区画に分けられる。各小区画は、１１回折れ曲がる単線で表現された曲折文が

１組飾られる。菱形文と直角文の区画も、二重線によりさらに四つの小区画に分けられる。各小

区画には四重の菱形文が１組と二重の直角文が２組飾られる。外側に位置する菱形文のうち二

辺は区画線を借用している。杜陵２号遺跡から出土したⅢ型の１点は、上面の長さ３４．５�、幅

３４．０�、下面の長さ３３．３�、幅３３．０�、厚さ４．５�である。

小方格文方磚 Ⅰ～Ⅲの３型に分けられる。

Ⅰ型は、上面は叩きによる縄目が縦横に交差して小方格文を形成する。下面は叩きによる縄目

が施される。資料Y３７：４（第９図４）は、上面の一辺３４．９�で、２８個の大方格に分けられる。いず

れの方格内にも、叩きによる縄目で、より小さな方格文が形成される。縄目の幅は０．６�である。

下面は一辺３４．６�、厚さ２．８�。側面に陽文で「大匠」の刻印がある。四つの側面はいずれも削ら

れている。

Ⅱ型は、無文の面と、小方格文をもつ面とがある。厚さの違いにより、２式に分けられる。

１式は厚さ２．０～３．５�と薄手のもの。未央宮西南角楼で出土した資料のように、上面に小方格

文を飾る。上面の一辺３５．２�、下面の一辺３４．８�、厚さ３．０�。

２式は、厚さ４～５�と厚手のもの。杜陵２号遺跡から出土した資料（第９図５）は、上面が無

文で、長さ３０．３�、幅２９．８�。下面は小方格文があり、長さ２９．５�、幅２９．０�、厚さ５．１�。

Ⅲ型は、両面に小方格文を飾る。資料W１：２５６は残存長１４．１�、残存幅１４．０�、厚さ２．７�。

縄目文方磚 一般的に薄手で、上面は無文、下面に叩きによる縄目がある。側面の下面寄りに

ケズリを施し、下面を上面よりやや小さくすることで、敷設の時に磚どうしの隙間をなくす工夫

をしている。資料Y３７：５（第９図６）は、上面の長さ４０．０�、幅３４．３�、下面の長さ３９．９�、幅３３．８

�、厚さ３．０�、縄目の幅０．５�。四つの側面のうち３面にケズリ痕がある。

博局文方磚 上面に博局文が陰刻される。資料Y３７：６は、長さ３８．８�、幅３４．８�、厚さ３．３�で

ある。

菱形文および渦文方磚 上面に二重線による菱形を描き、その中を単線の十字が４区画に分け

る。各区画に単線による菱形文が一つずつ飾られ、二重線の菱形文の外側に渦文が施される。下

面には、幅０．６�と太めで直線状を呈する縄目がある。資料Y４０：３（第９図７）は、残存長２０．０�、

残存幅１８．０�、厚さ３．０�。

組み合わせ格子文方磚 格子文と斜格子文の組み合わせで装飾された区画と無文の区画とが、

交互に配列されている。資料WY１A：T１�：６１は、厚さ４．８�である。

ｂ）長方磚

各面とも長方形を呈するもので、表面の装飾の違いにより、Ⅰ～Ⅳの４型に分けられる。

Ⅰ型は、無文のもの。排水穴や排水溝の壁材、見切りなどに用いた。大小２種あり、そのうち

幅広のものは、一般的に長さ３１．０～３９．２�、幅１５．５～１９．７�、厚さ４．７～１１．０�である。資料G

２南：T８�：５２は、上面の長さ３８．０�、幅１９．０�、厚さ９．７�。一方、幅の狭いものは、長さ３２．３～

３７．４�、幅７．５～９．９�、厚さ５．０�前後である。資料WY２：T７�：９７は、長さ３５．０�、幅８．０�、

厚さ４．８�。

Ⅱ型は、一つの面に縄目文を飾る。資料W３：T２：３は、長さ３４．５�、幅１６．１�、厚さ６．５�。縄

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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目の幅は０．５�である。

Ⅲ型は、一つの面に幾何学文を飾る。武庫５号遺跡で出土したⅢ型の資料は、長さ３１．３�、幅

１１．７～１２．０�、厚さ５．４�である。

Ⅳ型は、一つの面にスタンプで施された文様を飾る。側縁が突帯になっている。資料Y５０：１２

（第１０図１）は、残存長１３．０�、幅７．２�、厚さ２．８�、枠の幅１．３�、高さ０．３�である。

ｃ）空心磚

内部が空洞のもので、階段に敷設した。完形品はない。無文空心磚、幾何学文空心磚、龍鳳文

空心磚、翼虎文空心磚、菱形格子文（内側は「田」字形四菱文）空心磚、方形単位米字文空心磚、

樹木文同心円文空心磚などに分けられる。

無文空心磚 資料Y２７：１３は、残存長２８．５�、幅２３．７�、厚さ４．５～４．６�。

幾何学文空心磚 曲折文および菱形文・直角文で表面を交互に飾る。これは漢代の空心磚の様

式である。文様の違いによって、Ⅰ・Ⅱの２型に分ける。

Ⅰ型は薄手のもの。文様帯全体の外縁に二重線で描かれた方形区画がめぐり、区画の中は縦方

向に二重線で等分され、曲折文区と菱形文・直角文区が交互に配される。曲折文区は、二重線で

さらに四つの小区画に分けられ、各小区画内には、５回折れ曲がる１組の曲折文が二重線で描か

れている。菱形文・直角文区も、二重の区画線で四つの小区画に分けられ、各小区画には、四重

の菱形文が１組と三重の直角文が２組飾られる。外側の菱形文のうち二辺は区画線を借用し、内

側にある菱形文は、方形の乳状突起のような形を呈する。資料Y３７：３は、残存長３１．０�、幅１９．５

�、厚さ２．３�（第１０図２）。

Ⅱ型は厚手のもの。文様帯全体の外縁に単線ないし二重線で描かれた方形区画がめぐる。区画

の中は縦方向に単線ないし二重線で等分され、曲折文区と菱形文・直角文区が交互に配される。

曲折文区内は、単線ないし二重線でさらに四つの小区画に分けられ、各小区画内には、５回折れ

曲がる１組の曲折文が二重線で描かれている。菱形文・直角文区も、単線もしくは二重の区画線

で四つの小区画に分けられ、各小区画に四重あるいは三重の菱形文が１組と三重の直角文が２

組飾られる。外側の菱形文のうち二辺は区画線を借用している。資料G２南T１�：３９（第１０図３）

は、残存長２９．５�、残幅１０．７�、高さ１９．７�、厚さ４．２�。

龍鳳文空心磚 杜陵８号遺跡で出土している（第１０図４～７）。
し てい

翼虎文空心磚 翼虎文・柿蔕文・連珠文などを組み合わせて文様を構成する。側面の文様構

成は、両端に翼虎文、中央に柿蔕文と小連珠文を配置する。柿蔕文の構造は、二重線による方形

区画の中央に大きな乳状突起を１個おき、その外周を二重線で丸く囲む。方形区画と円の間は、

単線で４区画に等分され、各小区画に柿蔕文を飾る。小連珠文の構造は、１個の乳状突起を円が

取り囲み、その外側を９個の小さい乳状突起が取り囲む。上面にある文様の構造は、三辺を唐草

文で飾り、中央を柿蔕文・大連珠文・小連珠文で飾る。柿蔕文の構造は側面のものと同じである

が、図案は小さい。小連珠文の構造も側面のものとほぼ同じだが、円の外側を囲む小乳状突起は

１８個である。大連珠文の構造は、方形区画の中心に乳状突起が一つあり、その外側を円が取り囲

み、さらにその外側を小乳状突起が２３個ずつ二重にめぐる。方形区画の四隅から乳状突起が３個

ずつ、小乳状突起の円に向かって直線状に並ぶ。資料G２北：T８�：４６（第１０図８）は、残存長２５．４

�、幅３３．５�、残存高８．０�、厚さ３．７～４．４�。資料G２南：T３�：９（第１０図９）は、残存長２２．０�、
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１：長方磚Ⅳ型 ２：幾何学文空心磚Ⅰ型 ３：幾何学文空心磚Ⅱ型 ４～７：龍鳳文空心磚
８：翼虎文空心磚上面 ９：翼虎文空心磚側面

第１０図 磚（２） 長方磚・空心磚

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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残存幅６．０�、高さ１８．０�、厚さ４．２�。

菱形格子文空心磚 杜陵５号遺跡Y２から１点出土した（第１１図１～５）。残存長８２．５�、幅

３０．３�、高さ１８．０�、厚さ３．０�。上面は、中央に菱形格子文の文様帯が５列あり、菱形格子文の

中には「羽觴」文と「田」字形四菱文が交互に並ぶ。菱形格子文の上下には、連珠文が１列ずつ

並ぶ。連珠文は、中央に大きな乳状突起が１個あり、その外側を９個の小乳状突起が囲む。上面

の上下縁辺部には、外側を菱形文、内側を網目文で構成された文様帯がある。左右の縁辺部は、

網目文の文様帯が飾られる。下面の文様は、中央に方形単位文が７列に並ぶ。方形単位文の中に

は２種類の文様がある。一つは中心が同心円で、その外側を四葉文が取り巻く。もう一つは大き

な乳状突起で、両者は交互に配列される。方形単位文の文様帯の上下には、連珠文が１列ずつ並

ぶ。また、下面の上下縁辺部には菱形文の文様帯、左右縁辺部には網目文の文様帯が並ぶ。空心

磚の両側面は、１面に菱形格文とその上下に連珠文を配する。もう１面は、三つの区画（四葉文

が２列、大乳状突起が１列並ぶ）とその上下に連珠文、上下縁辺部には網目文を飾る。

方形単位米字文空心磚 無文の方形単位と米字文の方形単位を交互に並べる。資料WY３：T１０

�：２１（第１１図６）は厚さ５．３�である。

樹木文同心円文空心磚 資料Y１６：７７（第１１図７）は２面が残存する。一つの面に菱形格子文、同

心円文、樹木文、柿蔕文などを飾り、もう一つの面には縄目を飾る。厚さ２．２～２．５�。

ｄ）扇形磚

平面が扇形を呈するもの。表面の装飾の違いにより、Ⅰ・Ⅱの２型に分ける。

Ⅰ型は無文のもので、大小さまざまである。井戸や貯蔵穴の壁に積み上げた。未央宮で出土し

た扇形磚は、外弧長２０．０～４９．７�、内弧長１３．４（破損）～２９．０�、幅１７．３～１９．４�、厚さ９．１～１０．１

�である。資料WY２：T６�：９９は、外弧長４９．７�、幅１８．０�、厚さ９．２�。資料WY３：T１０�：２２は、

外弧長３５．５�、内弧長２６．０�、幅１７．３�、厚さ９．２�。杜陵で出土した扇形磚には大小２種があ

る。大きいものは外弧長２２．０�、内弧長１４．５�、幅１４．０�、厚さ７．２�。小さいものは外弧長１６．０

�、内弧長１０．５�、幅１０．４�、厚さ７．０�。桂宮で出土した資料G２南：T５�：７０は、外弧長３６．４�、

内弧長３０．０�、幅１３．８�、厚さ６．５�。

Ⅱ型は、スタンプによる文様が一つの面に施される。その他の面に文様はない。文様の側縁は

突帯になっている。資料Y５０：１３（第１１図８）は外弧残存長１１．８�、内弧残存長５．０�、幅７．９�、

厚さ２．９�、枠の幅１．１�、高さ０．３�。

ｅ）�付磚

平面は長方形を呈し、両長辺のうち、一辺の中央に�、反対側の辺の中央に�穴がある。無文

で、大小さまざまである。磚の両端は厚さが異なり、�がある端部は比較的厚く、�穴のある端

部は比較的薄い。溝のアーチ天井などの構築に用いられた。資料Y２５：１４は、長さ２４．５�、幅２９．２

�、厚さ３．５～４．５�。資料WY３：T１０�：２３は．長さ３２．０�、幅２８．０�、厚さ４．３～６．２�。資料G

３：排水溝：２０は、長さ３５．５�、幅２５．０�、厚さ５．０～７．０�、�の長さ３．９�、幅５．０�、�穴の幅５．０

�、深さ５．５�。

ｆ）異形磚

方磚や長方磚を加工ないし改造した、通常と異なる形態や用途の磚で、三角形磚、四辺形磚、

L字形磚、軸吊孔のある磚などがある。磚の側面には、刃物状の工具でケズリを施した痕跡が残
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１～５：菱形格子文空心磚 ６：方形単位米字文空心磚 ７：樹木文同心円文空心磚 ８：扇形磚Ⅱ型

第１１図 磚（３） 空心磚・扇形磚

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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っている。

三角形磚 無文方磚から作られたものである。資料G２南：T５�：８５は、上面の長辺長３２．４�、

高さ１６．９�、厚さ４．４�。資料WY２：T７�：８５は、一つの面の底辺長４４．３�、その両側の辺長３１．０

�と３２．０�、厚さ４．７�。

四辺形磚 無文方磚を改造したもので、三角形の一つの角を取り除いたような形状である。資

料G２南：T５�：７４は、上面の長さ３０．５�、幅２２．０�、厚さ３．７�。

Ｌ字形磚 無文方磚を改造して作られたものである。資料G２南：T５�：７８は、上面の長さ２９．５

�、幅２０．５�、厚さ４．４�。

軸吊孔のある磚 長方磚を加工して作られたもので、一つの面に臼状の凹みがある。資料G２

北：T３�：６は、残長２１．５�、幅１９．０�、厚さ９．７�、凹みの径６．６�、深さ３．５�。

C 平瓦の分類

ⅰ 平瓦の各部名称と製法

各部名称 製作時の状況によって、凸面、凹面と呼び、その他の長辺方向の２面は側面、短辺

方向の２面は端面と呼ぶ。幅の大きいほうの端を広端とし、小さいほうの端を狭端とする。狭端

から広端に向かって、狭端縁、上部、下部、広端縁など、いくつかの部分に分けられる。

製 法

粘 土 円 筒
を ４ 分 割

平瓦の製作にあたっては、まず手作りか型作りによって、上が小さく下が大きい粘土

円筒を作る。その粘土円筒の内側から、４等分になるように刃物で上下方向に切り込みを入れ

る。切り込みは一般に浅い。その後、円筒が少し乾燥するまで待ち、凹面の切り込み部分に外側

から打撃を加えると、円筒は切り込みに沿って自然に割れる。このようにして４分割された一つ

ひとつが、平瓦になる。平瓦の凸面には叩きによる縄目があり、上下両端縁はナデにより消され

ていることが多い。凹面は通常、ナデのため無文になっているが、成形時の当て具痕や、模骨か

ら付いた凹点文（「麻点紋」）、斜位の縄目文、斜格子文、格子文、指頭圧痕、布目痕などが残存し

ていることもある。

ⅱ 平瓦の型式

平瓦の製法と凸面や凹面に見られる文様細部の特徴などにより、Ⅰ～Ⅵの６型に分ける。

Ⅰ 型Ⅰ～Ⅴ型は
手作り成形

手作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目がある。凹面はナデ調整されている

が、凹点文が残る。細部の特徴の違いによって、３式に分かれる。

１式は、縦位と斜位の縄目を凸面に施す。上部と下部にはそれぞれ、縄目をなで消した段があ

る。資料Y３１：５は、凸面下部の縄目が幅１０�前後消されている。凹面下部には、陰文で「大匠」

と刻印される。残存長１４．４�、残存幅４３．０�、厚さ１．７�。資料W７：１８８は、凸面上部の縄目が幅

７．３�にわたってなで消されるが、一部に縄目の痕跡が残る。残存長３７．８�、残存幅２９．５�、厚さ

１．４�。資料W４：１７３（第１２図１・２）は、凸面下部の縄目が幅１０．５�にわたり消されている。凹面

に陽文で「大卌五」の刻印がある。残存長１５．３�、残存幅３３．０�、厚さ１．７�。

２式は、凸面に叩きで縦位の縄目をつけ、次に斜位の縄目を施す。縄目の幅は０．７�。下部に縄
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第１２図 平 瓦
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目をなで消した箇所が１段ある。資料Y３４：１０は、下部の縄目が幅７．７～８．９�にわたってなで消

されている。残存長３４．１�、幅４３．９�、厚さ１．３～１．６�。

３式は、凸面の下部に右斜め方向の縄目、中ほどより上には左斜め方向の縄目が、叩きによっ

て施されている。縄目の幅は０．７�である。下部に縄目をなで消した箇所が１段ある。資料Y２６：

１は残存長３１．３�、残存幅２８．９�、厚さ１．５～２．２�。右下の角の近くに円形の孔が一つある。凸面

から凹面に穿孔されたもので、径１．４�。

Ⅱ 型 手作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目がある。凹面はナデ調整されている

が、斜位の縄目の痕跡が残る。資料Y５０：３は、凸面上部の縄目が幅約８�にわたってなで消され

ている。残存長１３．０�、残存幅１９．５�、厚さ１．３�。杜陵２号遺跡から出土した資料（第１２図３）

には、凸面広端縁に右斜め方向の縄目、その上は中ほどまで縦位の縄目、上半には左斜め方向の

縄目が、叩きにより施されている。また、中ほどには、右斜め方向の縄目も一部認められる。長

さ５７．０�、広端幅３９．５�、狭端幅３５．５�、厚さ１．５～１．９�。

Ⅲ 型 手作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目、凹面に斜格子文か格子文がある。太

上皇陵T１から出土した資料は、凸面に幅０．５�の縄目、凹面に粗い斜格子文がある。残存長２０．５

�、残存幅９�、厚さ１．５�。資料太上皇陵T１：３は、凸面の縄目の幅が０．７�で、凹面に細かい斜

格子文がある。残存長１９．７�、残存幅１１．５�、厚さ１．６～２．４�。資料太上皇陵T１：２（第１２図４・

５）は、凸面の縄目の幅が０．７�で、凹面に格子文がある。残存長１６．０�、残存幅１４．２�、厚さ１．６

～２．４�。

Ⅳ 型 手作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目、凹面に指頭圧痕がある。資料WY１

A：T１�：７６Aは、長さ５５．５�、幅２７．５�、厚さ１．４�。

Ⅴ 型 手作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目があり、凹面は無文である。杜陵６号

遺跡で出土した資料（第１２図６）は、下部に右斜め方向の縄目、中ほどに縦位の縄目、上部に左斜

め方向の縄目が施されている。長さ５７．４�、幅４３．５～４８．８�、厚さ２．３～３．３�。

Ⅵ 型型作り成形
の Ⅵ 型

型作りによる成形で、凸面には叩きによる縄目、凹面に布目痕がある。なで消されて

いるものと、布目の外側にほかの文様を施すものがある。３式に分かれる。

１式は、凸面の叩きによる縄目の方向が、下部は右斜め、中ほどは縦、上部は左斜めである。

縄目は幅０．６～０．８�。資料G３：T１�：１０１は、長さ５３．５�、残存幅３８．４�、厚さ１．７～１．８�。

２式は、凸面の下部に、叩きによる左斜め方向の縄目があり、ナデによる数条の幅広い凹帯を

はさんで、その上は縦位の縄目となる。資料西南角T４H２：１０は、残存長９．９�、残存幅１８．５�、

厚さ１．６�。凸面に陽文で「建平三年」の刻印がある（第１２図７）。資料西南角T４�：３９は、残存長

１９．０�、残存幅１２．６�、厚さ１．５�。凸面に陽文で、縦方向に「（建）平三年」の刻印がある。

３式は、凸面の下部に左斜め方向、その上は縦位の縄目が施される。凹面に布目痕があり、布

目の外側には縦長の楕円形文や平行文などが配される。資料西南角T４�：４３は、残存長２４．８�、

残存幅２０．０�、厚さ１．５～２．０�である。凸面に陽文で、縦方向に「始建國天鳳四年保城都司空」

の刻印があり、凹面には布目痕とその外側に縦長の楕円形文が配される。資料西南角T４�：４５

（第１２図８）は、残存長２３．８�、残存幅１７．９�、厚さ１．８～２．０�。凸面に陽文で、縦方向に「始建

國天鳳四年保城都司空」の刻印があり、凹面には布目痕とその外側に平行文がある。
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D 丸瓦の分類

ⅰ 丸瓦の各部名称と製法

各部名称 製作時の状況によって、凸面、凹面と呼び、その他の長辺方向の面は側面、短辺方

向の面は端面と呼ぶ。幅の大きいほうの端を広端とし、小さいほうの端を狭端とする。胴部と玉

縁部からなり、狭端から広端に向かって、玉縁部、狭端縁、上部、下部、広端縁など、いくつか

の部分に分ける。

製 法

粘 土 円 筒
を ２ 分 割

丸瓦の製作にあたっては、まず輪積みか模骨によって粘土円筒を作り、その円筒の狭

端に玉縁部を作り出した後、刃物で円筒の凸面あるいは凹面を上下方向に切り込む。切り込み

は、完全に切り抜く場合もあるが、通常は最後まで切り通すことはない。円筒が少し乾燥するの

を待ち、切り込み部に凸面から打撃を加えると、円筒は切り込みに沿って自然に割れる。このよ

うにして２分割された一つひとつが丸瓦となる。丸瓦の凸面には、一般的に叩きや回転押捺によ

る縄目があるものの、上部と下部はなで消されていることが多い。凹面には、成形時の当て具痕

や、模骨の凹点文、布目痕がまんべんなく残されている。

ⅱ 丸瓦の型式

丸瓦の製法や分割方法、形態の大小、凸面および凹面の文様細部の特徴などによって、Ⅰ～Ⅲ

の３型に分かれる。

Ⅰ 型 輪積み成形輪積みにより成形され、模骨を用いない、規格性の低いつくりである。成形後の円筒

の外側から内側に向けて切り込みを入れ、切り口は比較的深い。凸面には叩きによる縄目が施さ

れ、上部と下部の縄目は、それぞれなで消されている。下部の縄目がなで消された部分のほう

が、縄目が残る部分よりも長い。凹面には凹点文がある。

Ⅰ型・Ⅱ型
接 合

この型の丸瓦は、瓦当と接合する方式に２種類ある。一つは、笵で瓦当を作り、直接、瓦当裏

面に輪積みで粘土円筒を成形した後に、刃物で円筒を二分し、糸か刃物で円筒の半分を瓦当から

切り離す（Ⅰ型接合、第１３図１）。もう一つは、輪積みで粘土円筒を作り出した後に、瓦当裏面と接

合し、最後に糸か刃物で円筒の半分を切り離す（Ⅱ型接合、第１３図２）。

１型・２型
切り離し法

瓦当裏面には、糸か刃物で切り離した痕跡が残る。円筒の切り離し方は、おもに次のようなも

のである。一つは、糸を円筒に貫通させ、その一端を固定して、糸のもう一端を引きながら、半

円を描くように円筒の半分を切り離す。瓦当裏面下半の突帯に残る切り離し痕は、一端からもう

一端へと、内から外に向かって斜めに伸びる擦痕になる（１型切り離し法、第１４図１）。もう一つの

切り離し方法は、糸を円筒に貫通させ、切り離したい円筒の外側に糸の一端を密着させながら、

もう一端まで回しこみ、その端部を引っ張ることで円筒の半分を切り離すものである。この方法

でおこなうと、一端からもう一端へと、外から内に向かって斜めに伸びる擦痕が瓦当裏面下半の
（１０）

突帯につく（２型切り離し法、第１４図２）。

Ⅰ型は、細部に見られる特徴の違いにより、３式に分けられる。

１式は、凸面に叩きによる細めの縄目がある。縄目は幅０．２�で、比較的浅い。資料Y３７：１は、

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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Ⅲ型１式の瓦当と接合する。上部の縄目は、幅８．４�にわたってなで消されている。長さ５７．１�、

径１６．５～１６．８�、厚さ１．５�、玉縁部の長さ２．６�、厚さ１．０�（第１４図３）。資料Y３４：８（第１４図４・

５）は、無文の半瓦当と接合する。残存長３４．５�、幅１５．１～１５．８�、厚さ１．２～１．９�。凸面の広

端近くに、陰文で「大匠」と刻印されている。

２式は、凸面に叩きによる太めの縄目がある。縄目は幅０．４�で、比較的深い。資料Y５０：１５は、

上部の縄目が幅７．５�、下部の縄目が幅約７�にわたってなで消されている。長さ５１．５�、幅

１６．８～１７．２�、厚さ１．０�、玉縁部の長さ２．５�、厚さ１．０�。

３式は、凸面に叩きによる斜位の縄目がある。縄目の幅は０．３�前後で、比較的深い。凹面の広

端縁は斜めに面取りされている。資料G３：T２�：１０は、縄目の幅０．３～０．４�である。上部の縄目

１ ２

３

４

５

１：Ⅰ型接合 ２：Ⅱ型接合 ３：Ⅲ型接合 ４：Ⅳ型接合 ５：Ⅴ型接合

第１３図 丸瓦と瓦当の接合方式（模式図）
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は幅約５�、下部の縄目は幅約６�にわたって、それぞれなで消されている。凹面の広端縁を、

ケズリにより幅約３�にわたって面取りする。長さ４９．１�、幅１３．４～１４．５�、厚さ１．３�、玉縁部

の長さ２．４�、厚さ０．９�。

Ⅱ 型 型作り成形
外側からの
切 り 込 み

模骨によって成形され、規格性が高いつくりである。成形後、円筒の外側から内側へ

向かって切り込みを入れ、この時点でほとんど切断している。凸面には叩きあるいは回転押捺に

よる縄目があり、上部および下部の縄目は１段ずつなで消されている。残された部分の縄目は、

下部のなで消された部分より長い。凹面には布目痕がある。瓦当の切り離し法は、１型と２型の

両者があるが、２型が主流である。

Ⅲ型・Ⅳ型
接 合

この型の丸瓦は、瓦当と接合する方式に２種類ある。一つは、笵で瓦当を作り、瓦当裏面に模

骨をのせて、直接、円筒を成形した後に、糸か刃物で円筒の半分を切り離す（Ⅲ型接合、第１３図

３）。もう一つは、模骨で円筒形を作り出した後に、瓦当裏面と接合し、最後に糸か刃物で円筒の

半分を切り離す（Ⅳ型接合、第１３図４）。

Ⅲ型接合では、瓦当裏面に模骨底部の圧痕が残る。現有資料から見て、模骨には２種類があっ

た。一つは、平面が弧形を呈する厚い木材をいくつか（３個が一般的）組み合わせて、円筒形を作

るものである。この組み合わせ式模骨の木材は、それぞれが密着していないため、瓦当の上に模

骨を縦置きして丸瓦を作る際に安定しない。そこで、模骨を下（瓦当裏面）に押しつけることで、

瓦当裏面に馬蹄形の突起とそれを取り囲む凹みが残る（第１４図６・７）。もう一つの模骨は、薄い木

板を数多く組み合わせて、円筒形を作るものである（取り出し口をあけておき、丸瓦を成形した後に

模骨を取り出しやすくしたはずである）。これを用いて瓦当裏面上で丸瓦を作ると、模骨の外側に装

着した布袋が模骨の下に押しつけられて、瓦当裏面には環状の布目痕が残る（第１４図８）。

Ⅱ型は、細部に見られる特徴の違いにより、４式に分けられる。

１式は、凸面に叩きによる細めの縄目がある。縄目は幅０．３�で、比較的浅い。上部と下部の縄

目は、指ナデ調整が少し施されているが、完全になで消されてはいない。凹面の布目痕は玉縁部

まである。凹面の広端縁は斜めに面取りされている。資料Y２６：２（第１４図９）は、長さ４７．８�、径

１５．７～１５．９�、厚さ１．５�。玉縁部は無文で、比較的短いうえに薄く、端に近づくにつれて幅が狭

まる。玉縁部の長さ２．６�、厚さ１．０�。

２式は、凸面に幅０．３�の縦位の縄目がある。縄を巻きつけた丸い棒を回転押捺して施文して

いる。凹面の布目痕は玉縁部まである。凹面の広端縁は斜めに面取りされている。玉縁部は無文

で、比較的短いうえに薄く、端に近づくにつれて幅が狭まる。端部の断面は円形に近い。資料Y

５０：５は、上部の縄目が幅２．１�にわたってなで消され、下部の縄目も消されている。縄目の幅は

０．３�である。残存長３３．２�、残存幅１５．６�、厚さ１．４�。資料G６：T１�：６は、上部の縄目が幅約

８�、下部の縄目が幅１４．５�にわたってなで消されている。長さ５０．０�、幅１５．２～１５．６�、厚さ

１．５�。凹面の広端縁は、ケズリによる幅２．７�前後の面取りがある。玉縁部の長さ２．２�、厚さ

１．１�。

３式は、凸面に幅０．５�の縦位の縄目がまっすぐ伸びている。上部の縄目は幅４．５�、下部の縄

目は幅１５．８�にわたってなで消されている。凹面の広端縁に面取りは見られない。玉縁部はやや

厚く、端に近づくにつれて幅が狭まる。玉縁端部の断面は方形である。凸面に斜位の太い縄目を

施した後、なで消している。凹面にはケズリが施され、ケズリ痕は長さ１．８�である。資料G２：T

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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１ ２

４ ５ ３

６ ７ ８

９ １０ １１ １２

１：１型切り離し法 ２：２型切り離し法 ３：丸瓦Ⅰ型１式 ４・５：丸瓦Ⅰ型１式
６：瓦当裏面の模骨痕跡 ７：瓦当裏面の模骨痕跡 ８：瓦当裏面の模骨痕跡 ９：丸瓦Ⅱ型１式
１０：丸瓦Ⅱ型３式 １１：丸瓦Ⅲ型１式 １２：丸瓦Ⅲ型３式

第１４図 丸 瓦
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１�：１０（第１４図１０）は、長さ４４．０�、幅１３．１～１４．１�、厚さ１．３�、玉縁部の長さ２．７�、厚さ１．３

�である。

４式は、凸面に幅０．３５�の縦位の縄目がまっすぐ伸びている。上部の縄目は幅約４�、下部の

縄目は幅２４．３�にわたってなで消されている。凹面の広端縁には面取りがある。玉縁部は比較的

長く、端に近づくにつれて幅が狭まる。玉縁端部の断面は方形である。杜陵３号遺跡で出土した

資料は、長さ５２．２�、径１５．９～１６．６�、厚さ１．２�で、玉縁部の長さ５．０�、厚さ１．６�。

Ⅲ 型 型作り成形
内側からの
切 り 込 み

模骨による成形で、つくりは規格性が高い。成形後、円筒の内側から外側へ向かって

切り込みを入れる。切り込みは、浅いものと深いものとがある。凸面に幅０．５～０．８�と太めの縄

目がまっすぐに回転押捺され、上部および下部の縄目は１段ずつなで消されている。残された部

分の縄目は、下部のなで消された部分より短い。凹面には布目痕があり、広端縁に面取りを施

す。玉縁部は端部の断面が方形で、端に近づくにつれて幅が直線的に狭まる。玉縁部の内側はケ

ズリ調整され、布目痕の面よりやや深くまで達したケズリ面もある。

Ⅴ 型 接 合

この型の丸瓦と瓦当の接合方式は、まず模骨で円筒形を成形し、刃物で円筒を二等分した後

に、分割した丸瓦と瓦当裏面とを接合する、というものである（Ⅴ型接合、第１３図５）。当然、瓦当

裏面下半には切り離し痕跡は見られない。

Ⅲ型は、細部に見られる特徴の違いにより、３式に分けられる。

１式は、玉縁部の長さが３�前後で、比較的短い。資料G３：T１�：４９（第１４図１１）は、上部の縄

目が幅約６�、下部の縄目も幅２２．５�にわたってなで消されている。縄目は幅０．８�である。全

長４８．４�、径１３．９～１４．８�、厚さ１．３～１．４�、玉縁部の長さ２．７�、厚さ１．５�。

２式は、玉縁部の長さが４～５�と、やや長い。資料G３：T１�：６９は、凸面上部の縄目が幅３．８

�、下部の縄目が幅２３．１�にわたってなで消されている。縄目は幅０．６�。全長５０．７�、幅１５．６～

１６．２�、厚さ１．３�、玉縁部の長さ４．８�、厚さ１．７�。Ⅲ型１１式の瓦当と接合する。

３式は、玉縁部の長さが６�前後で、比較的長い。資料G３：T１�：３７は、凸面上部の縄目が幅３

�、下部の縄目が幅２３．２�にわたってなで消されている。縄目は幅０．５�。全長５４．０�、幅１５．７～

１７．１�、厚さ１．６�、玉縁部の長さ５．７�、厚さ１．８�。「長生無極」の文字瓦当と接合する。資料

西南角：T４�：２８（第１４図１２）は、凸面上部の縄目が幅３．０～４．５�、下部の縄目が幅２５．２�にわた

ってなで消されている。縄目は幅０．５�。全長５３．９�、幅１７．０～１７．４�、厚さ１．８�、玉縁部の長

さ５．７�、厚さ１．９�。

E 前漢代瓦磚の編年

瓦磚の編年研究において、型式学を用いて形態と文様の両方面から型式分類し、時期ごとの変

化の手がかりを探ることは重要である。しかし、瓦磚の形態や文様の変化は、つねに製作技法の

改変や製陶技術の向上と密接に関わっている。そのため、瓦磚の製作技法の変遷過程に注目する

ことは、瓦磚の編年研究にとって不可欠といえる。

このほか、漢代都城の考古学では、建築の創建年代を文献記載から考証することができ、時期

を異にした多くの建築遺構によって、先後関係を伴った年代の枠組を系列的に構築することが

可能である。こうした年代の枠組は、瓦磚のより細かな編年研究にとっても重要な価値をもつ。

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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したがって、型式学の方法を用いつつ、製陶技術を重視し、文献史料でこれを補うことで、より

客観的な前漢代瓦磚の編年をおこなうことができる。

ⅰ 遺跡の年代と出土瓦磚
（１１）

北 宮 漢長安城北宮は高祖の時期に創建され、武帝の時に増築と修築が加えられた。北宮南
（１２）

瓦磚窯跡の年代は、窯の形態および出土遺物から見て、前漢前期である。窯跡は合計１１基発掘さ

れ、Y３１～４１の番号が与えられた。この大規模な官窯群が北宮に最も近いことを考慮すれば、そ

の製品はおもに北宮の建物に供給されたと推測できるが、同時期に造営された長楽宮、未央宮、

北闕、東闕、武庫などの建設にあたっても供給された可能性がある。また、北宮が完成した後

も、この窯群が長期間にわたって存在し続けたとは想像しにくいため、窯跡の年代は、前漢初年

の高祖の代かやや遅れる頃と推定される。よって、ここから出土した瓦磚は、前漢初年の典型的

な資料となる。

窯跡から出土した遺物は豊富で、磚、平瓦、丸瓦、瓦当などがある。磚は、無文方磚のほか、

有文方磚、空心磚がある。無文方磚は１式で、有文方磚には小方格文Ⅰ型、菱形文および渦文、

縄目文、博局文の４種類がある。空心磚の外面装飾は幾何学文Ⅰ型である。平瓦はⅠ型１・２式、

丸瓦はⅠ型１式に属する。
（１３） （１４）

武 庫 漢長安城の武庫は高祖７年（前２００）かその翌年に創建され、前漢末年に破壊された。

前漢の各時期に修復と再建をおこなっているため、武庫遺跡で出土する瓦磚資料の年代は前漢

の初頭から末年にまで及ぶ。年代の幅は大きいが、そのうち最も古い資料は、平瓦Ⅰ型１式、丸

瓦Ⅰ型１式のような、高祖の代のものであろう。平瓦の凹面や丸瓦の凸面には、文字が刻印され

ている。
（１５）

未央宮 漢長安城未央宮は、武庫と同時期に建設が計画された。前漢の皇帝が代々使用した宮

殿としての特殊性から、前漢の各時期に、比較的大規模な増築・再建・修繕の工事がおこなわれ

た可能性がある。したがって、未央宮で出土する瓦磚資料の年代幅も大きい。このほか、同じ場
（１６）

所に秦代の建築もいくつか建てられていた。そのため、未央宮で出土する瓦磚の中には、一部に

秦代のものが混入している可能性がある。なお、未央宮で実際に出土した瓦磚資料の全体的な状

況は、上記の内容と符合している。
（１７）

太上皇陵 漢の太上皇は高祖１０年（前１９７）に死亡したが、その陵はこれ以前に造営を始めてい

たに違いない。このため、太上皇陵出土の瓦磚で年代の最も古い幾何学文方磚Ⅰ型１式、平瓦Ⅲ

型、丸瓦Ⅰ型１式などは、高祖の時期に属するはずである。
（１８）

西 市 漢長安城の西市は恵帝６年（前１８９）に創建され、漢末に至るまで存続した。西市内で

はおもに手工業の生産工房跡を調査し、少量の瓦磚が出土している。その中には、Y２４とY２６な

ど、いくつかの窯跡で出土した平瓦Ⅰ型３式や丸瓦Ⅱ型１式などが含まれていた。これらの年代

は、前漢前期後半から前漢中期前半であろう。

施家寨小学校窯跡 六村堡鎮施家寨小学校で発掘された２基の瓦磚窯跡（Y４９・Y５０）のうち、

Y５０から、長方磚Ⅳ型、扇形磚Ⅱ型、平瓦Ⅱ型、丸瓦Ⅰ型２式・Ⅱ型２式などの瓦磚資料が出土

した。丸瓦のⅠ型とⅡ型が併存している状況からすれば、この窯の年代は、丸瓦Ⅰ型のみを出土

した北宮南瓦磚窯跡より下るであろう。しかし、西市内で発掘されたY２４・Y２６などの窯跡では
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丸瓦Ⅱ型しか出土していないので、Y５０の年代はこれらと同じか、やや古い。文帝・景帝期にお

ける社会経済の回復と発展を考慮すると、この時期に、より多くの需要が丸瓦Ⅱ型の製作技法に

対する進歩を促した可能性がある。したがって、これらの遺物は、前漢前期の瓦磚の変化を研究

するための得がたい資料といえる。
（１９）

杜 陵 杜陵は宣帝の元康元年（前６５）に建設が始まり、元帝の初元元年（前４８）に宣帝を埋葬

した。杜陵出土の瓦磚の年代は、いずれも前漢中期から後期にかけてである。宣帝の埋葬から前

漢滅亡までは６０年足らずしかない。その間におこなわれた陵園建築の修理や再建には限りがあ

るので、杜陵で出土した遺物の大部分は前漢中期後半の宣帝期であったことになる。これは、前

漢の中期から後期への移行期に瓦磚がたどった変化を研究するうえで重要な資料である。杜陵

で出土した磚には、無文方磚４式、幾何学文方磚Ⅲ型、小方格文方磚Ⅱ型２式、龍鳳文および菱

形格子文空心磚などがある。平瓦にはⅡ型とⅤ型があり、丸瓦はⅢ型が多数を占めるが、少量の

Ⅱ型（４式）も存在する。
（２０）

桂 宮 桂宮は武帝の時期に創建された。しかし、武帝以前の前漢前期にここが空閑地であっ

たとはいいがたく、秦代に建築群があった可能性もある。有名な秦代の封泥が出土した遺跡は桂
（２１）

宮に接している。とはいえ、桂宮で出土した瓦磚の大部分は、前漢中期と後期に属するものであ

ることに疑いの余地はなく、とくに中期の瓦磚を研究するうえで重要な資料である。ここで出土

した磚の種類は、無文方磚３～５式、幾何学文方磚Ⅰ型・Ⅱ型（おもにⅡ型）、幾何学文空心磚Ⅱ

型、翼虎文空心磚などが揃っている。平瓦はⅥ型１式である。丸瓦は、Ⅰ型３式もあるが、Ⅱ型

とⅢ型に属するものが主体である。

城壁西南角楼 長安城の城壁西南角楼は、試掘調査の結果、前漢末期～新代の遺物包含層が確

認され、新の貨幣と前漢末期から新にかけての瓦が多量に出土した。平瓦はⅥ型２・３式に属す

る。凸面に「元延元年」（前１２）、「建平三年」（前４）、「始建國天鳳四年保城都司空」（後１７）などの

紀年銘が刻印されているものもある。丸瓦はⅢ型３式である。これらの遺物は、前漢末年から新

にかけての瓦を研究するうえで貴重な資料である。

ⅱ 瓦磚の変遷とその年代

以上のように、瓦磚の形態、文様、製作技法を対象とした型式学研究や文献の記載を参考にす

ることで、前漢の磚・平瓦・丸瓦がたどった変化と各時期の特徴に対して基礎的な理解を得る

ことができた。しかし、磚については、資料数の制約のため、編年をおこなうまでいたっていな

いものもいくつかある。以下、簡単にまとめておく。

方 磚

変遷の方向

方磚は、磚の中で最も主要なものである。そのうち、縄目文方磚、博局文方磚、菱形

文および渦文方磚は、北宮南窯跡でのみ出土しており、杜陵と桂宮では見られない。この事実

は、それらが前漢初期～前期に流行したことを物語っている。無文方磚および文様方磚の全体的

な変遷過程は、規格性の低いものから高いものへ、薄いものから厚いものへ、文様方磚の文様は

単純なものから複雑なものへ、という変化であった。

無文方磚は、前漢初期～前期には、長さと幅が一致せず、長方形に近いものが多い。厚さは３．５

�前後と薄い（１式）。前漢中期・後期の磚は正方形を呈し、厚さは４～５�に増す。

幾何学文方磚は、前漢早期ではほぼ長方形を呈し、厚さは３�以下で、文様も比較的単純であ

２ 前漢代瓦磚の基礎的研究
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る。菱形文および直角文の区画は長方形を呈し、区画線により四つの小区画に分かれる。各小区

画には、三重の菱形文を１組と二重の直角文を２組飾る。外側の菱形文は区画線を借用し、内側

の菱形文および直角文は乳状の突起で菱形および直角形を描く（Ⅰ型）。前漢中期・後期は方形

を呈し、厚さ４．０～５．３�である。文様はより画一性を備え、複雑になる。曲折文は５回折れ曲が

る二重線か、１１回折れ曲がる単線で表現される。菱形文は三重あるいは四重、直角文は二重から

四重である（Ⅱ型・Ⅲ型、ただしⅢ型の文様は比較的特殊である）。

小方格文方磚は、Ⅰ型とⅢ型が比較的特殊で、前漢初期・前期に属する。Ⅱ型が最も多く見ら

れる。そのうち１式が薄手で、年代は前漢前期から中期にかけてであろう。２式は厚手で、前漢

中期から後期にかけてのものと推定される。

幾何学文空心磚 幾何学文空心磚のⅠ型は薄手で、菱形文・直角文区画のうち、最も内側にあ

る菱形文が乳状突起のような形を呈する。年代は比較的古く、前漢前期である。一方、Ⅱ型は厚

手で、前漢中期から後期にかけてのものである。

平 瓦 手作りによる平瓦の出現は古く、存続した時間も長い。そのおもな特徴は、形状の規

格性があまり高くなく、凸面に叩きによる縄目が施されていることである。上部と下部の縄目

は、それぞれ１段ずつなで消されている。凹面には凹点文が見え隠れする。凹面の文様には、こ

れ以外に、指頭圧痕や斜格子文、格子文、縄目文などがある。

平 瓦 Ⅰ 型 前漢初期の典型的な資料は、北宮南窯跡出土の平瓦Ⅰ型１・２式で、その最もはっきりした特

徴は、平瓦Ⅰ型１式に見られるように、凹面に「大匠」と刻印されていることである。Ⅰ型１式

の凹面の刻印には、このほか、「大」「宮」「工」「居室」などがある。平瓦Ⅰ型１式は、桂宮や杜
（２２）

陵では見られない一方、武庫、未央宮、長楽宮で数多く出土している。こうした事実は、それら

が前漢前期のものであることを説明するに足る。「大」「宮」「工」「居室」などの刻印をもつ平瓦

と、漢初の「大匠」のような刻印をもつ平瓦は、同時期であるが管轄が異なる工官の工房で作ら

れたため、刻印に違いがあるのかもしれないし、あるいは年代が少し下るのかもしれない。平瓦

Ⅰ型は、前漢中期まで継続した可能性がある（３式）。

平 瓦
Ⅱ ～ Ⅴ 型

一方、平瓦Ⅱ型は、現有資料からみて、およそ前漢前期後半に始まった（Y５０）。そして、杜陵

の例が示すように、前漢中期にも依然として使われていた。また、Ⅲ型・Ⅳ型の平瓦は、前漢前

期の可能性がある。平瓦Ⅴ型は、前漢中期から後期にかけてのものである。

平 瓦 Ⅵ 型 平瓦Ⅵ型は、模骨を使用しているので、凸面に縄目があるが、最もはっきりした特徴として、

凹面に布目痕が残る。模骨を使用した平瓦は、同じ製法の丸瓦よりやや遅く、およそ前漢中期に

始まる。平瓦によっては、凹面に、布目痕以外にも、縦長の楕円形文や平行文などの文様が見ら

れる。一部の平瓦の凸面には、縦長の長方形の刻印があり、多くの場合、紀年や官署名が記され

ている。紀年銘には、「元延」（成帝）、「建平」「元壽」（哀帝）、「元始」（平帝）、「居攝」（孺子嬰）、

「始建國」「始建國天鳳」（新）などがある。また、官署名には「都司空」（「都」と略称していること
（２３）

が多い）、「保城都司空」（新代に「都司空」から「保城都司空」に改められた）などがある。

丸 瓦丸 瓦 Ⅰ 型 丸瓦Ⅰ型の年代は、およそ前漢前期に相当し、前漢中期前半まで継続している可能性

がある。その製法は輪積みにより、模骨を用いない。玉縁部は２．５�前後と比較的短い。凸面には

叩きによる縄目が施される。消されていない縄目部分の長さは、下部の消された部分よりも大き

い。凹面には凹点文がある。成形後の粘土円筒は、外側から内側に向かって切り込みを入れる。

36



丸瓦と瓦当の接合方法は、Ⅰ型とⅡ型がある。Ⅰ型接合の出現は古く、前期前葉には使用された

可能性がある。Ⅱ型接合は、前期後半に出現した可能性があり、中期前半まで使われた。丸瓦の

切り離し方法はおもに１型で、前期後半か中期前半に２型の切り離し法が出現した。丸瓦Ⅰ型１

式の凸面に施された縄目は細めで、「大匠」などの刻印をもつものもある。年代は前漢初年であ

る。丸瓦Ⅰ型２式の凸面に施された縄目は太めで、年代は文帝や景帝の代まで下るかもしれな

い。丸瓦Ⅰ型３式の年代は中期前半まで下る可能性がある。

丸 瓦 Ⅱ 型丸瓦Ⅱ型の年代は、ほぼ前漢前期後半から中期前半にかけての時期に始まり（Ⅱ型１・２式）、お

もに前漢中期に使用された（Ⅱ型３・４式）。製作工程において模骨を使用する。玉縁部は２．５�前

後と比較的短いものが多いが、杜陵陵園３号遺跡で出土した丸瓦は、玉縁部が５．０�と比較的長

い。丸瓦凸面の縄目は、叩きによるものと回転押捺によるものとがある。縄目が消されていない

部分は、下部の縄目を消した部分の長さよりも大きい。凹面には布目痕があり、凹面の広端縁に

は斜めの面取りがあるものが多い。成形後の粘土円筒の分割に際しては、外側から内側に向けて

切り込みを入れる。丸瓦と瓦当の接合方法はⅢ型とⅣ型で、Ⅲ型接合は前期後半から中期前半、

Ⅳ型接合はおもに中期に用いられた。瓦当の切り離し方法は２型が主流で、１型の切り離し法は

少ない。

丸 瓦 Ⅲ 型丸瓦Ⅲ型は前漢中期後半に出現し、おもに前漢後期に使用された。製作工程において、やはり

模骨を用いるが、改良が認められる。すなわち、模骨の外側に、対称になる位置に２本の長い木

材を縦に置いて、粘土円筒を二等分する区画線（分割界線）とする。こうすると、型を取り出した

後、円筒の内部には２本の溝が残る。切断にあたっては、刃物で凹面から溝に沿って切り込みを

入れるが、切り込みは浅いものが一般的である。玉縁部は３～６�と比較的長い。凸面には回転

押捺による縄目が残り、上部と下部の縄目はそれぞれ１段ずつ消されている。消されずに残った

縄目の長さは、下部の消された部分よりも短い。凹面には布目痕があり、その下縁には斜めの面

取りがある。丸瓦と瓦当との接合方式はⅤ型接合である。瓦当裏面に、糸による切り離し痕跡は

ない。
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